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併
し
、
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完
に
關
し
て
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、
此
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猶
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な
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。
此
S -
疋
義
は 

佘
とQ.1
の
間
に
矛/

ft
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
矢
張
り
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あ
る
0
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於
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=
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述
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金
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。
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熒
働
荠
の
唑
訃
戏
肊
關
す
る
諸
叫
题
の
研
究
、
殊
に
そ
の
所
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得
の
狀
態
を
解
呢
し
ょ
ぅ
ど
す
る
儲
々
の
努
力
は
如
何
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る
誘
因
に
依
つ
て
惹
起
せ
し
め
ら
れ
た
か
。
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依
れ
ば
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そ
の*
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初
期
.の
試
み
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款
き
起
し
た
も
の
‘は
國
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家
0
財
政
的
危
機1
そ
の
爲
に
必
耍
な
被
税
が
努
働
階
級
に
と
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イ
て
耐
へ
报
る
も
の
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办
る
れ
否
を
.兄
出
.す
雄
1
に
ぁ
つ
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ら
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。
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し
か
ぐ
ふ
硏
究
の
眞
の
近
代
的
な
動
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®
ち
.
1
-
八
«:
-紀
末
葉
、5來
急
徼
に
增
大
し
、た
之
等
の
興
味
紙

Ft
l
つ
て
來
る
所
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と
し
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貧
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す
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身
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大
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#:
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^
を
^
容
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經
濟
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苦
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蓉
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る
ひ
は 

救
貴
法
、
最
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賃
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等
叻
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求
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あ
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成
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H

ン
ゲ
ル
法
*則
‘の
I

的
^
義
に
錦
い
.て
.
\

的
解
叽
に
川
ひ
ら
れ
た
。
か
く
の
如
き
硏
蹩
の
誘
抑
及
び
研
究 

、

背
切
興
味
の
所
亦
が
、.必
然
的
に
そ
の
業
紐,0
主
た
る
内
落-

■
.
'■
顏

的

患

馨
#
霞

; 1
5

_

_

_靈

_
;
:
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,

’相
を
調
迤
し
記
述
す
る
所
に
經
か
し
め
レ
の
は
、
蓋
し
常
然
で

.

、

,

.

.

あ
-̂

ぅ
'0
從
つ
て
そ
れ
は
戈
い
づ
れ
か
ど
い
へ
ば
、

4

定
時
點
，

:
K:V
1V
終
狖
乜
他
轉:0
生
_

詳
_
及
*
寫
ぜ
を
^

@調
袭
御
馨
ー

」

：
 

-

，を
多
分
に
具
へ
て®
た
と
云
•へ
る
の
で
あ
^
。
-
之
は
時
點
的
に 

比
較
を
行
ふ
可
キfi
似
の
資
料
を
缺
い
た
初
、期
の
硏
究
漭
に
と 

つ
て
、
あ
る
ひ
は
止
む
を
得
ぬ
所
で
あ
つ
亿
か
も
知
れ
ぬ
。
勿 

論
彼
等
の
の
に
も
發
述
史
的
努
ヵ
の
認
め
も
れ
ん
ず
は
必
中
し 

■

も
济
定
し
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
結
艰
に
於
て
は
概

-b
て
，

一
時
點
の
描B
を
虫
と
し
て
居
た
とm心
は
れ
る
。

〈
ir
k
一
 

ノ 

か
く
の
如
き
倾
向
は
、
生
計
赀
硏
究
の
边
典
的
、

H
;つ
代
表
，
 

的
pH
妬
者
と
もiK

ふ
可
きErnst E

n
g
e
l

の
諸
勞
作
に
就
い
て 

も
當
嵌
ま
る
で
あ
ら
ぅ
。
彼
の
此
の
方
而
に
於
け
る
中
：荞
と
考 

.へ
ち
れ
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な
る
.表
題
如
ら
も
フ
かV
は
れ
る
如
，く
 
一
/V
-T
i
i
l:半
ょ
り 

一
八
九
、

一

年
に
至
る
期
間
の
ベ
ル
ギ
ー
、に
於
け
る
坐

5|
*
处
の
比 

,

較
を
ぃ
王
題
：と
し
た
、
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ

.
»態
的
な
硏
來
で.
.

あ
つ
た
。
彼
は
そ
の
前
著
た
る

Die,produkti 9
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c
i
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g
r
e
i
c
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Sachsen.^eit- 

.、sebn’ft des .statistischen Bureaus 
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n
aQ
*
l
i
c
h

§ 

. 

s

pschsischen 

Ministeriums des Innern 1857 )

に
於
い
て 

所
謂
入
口
密
度
の
法
則
を
探
り
擧
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ 

>
、

れ
は
當
時
旣

UI

打
は
れ
て
思?:
£
6 

H
a
y

及

びDucpetiaux 

の
諸
調
杳c
ut
-a
に
#
つ
き
消
^
の
大
さ
、
及
び
北
ハ
處
に
求
め 

、

ら
れ
る
一
定
の
襁
造
を
規
足
し
、
之
を
ニ
阈
の
•生
鹿
の
敁
小
限 

.

を
決
す
る
も
の
と
し
て
か
>名

生

淹

と

消

戏

と

の

|«
]

の

均

衡

關 

、

係
.を
淪
じ
た
も
の
で
，あ
る
。
此
の
著
作
の
主
要
な
給

fi

の
一
つ 

'
が
、
E
nOQel,

の
法
則
と
稱
せ
ら
れ
る
譯
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は 

明
に
動
谶
的
浪
味
が
含’ま
れ
て
ゐ
に
。
卽
ち
彼
は
一
方
に
飮
食 

•

物
、
あ
る
ひ
は
一
般
に
'肉
體
維
持
の
爲
に
は
必
要
不
冰
缺
な
支 

.
出
の
、
總
支
出
に
對
す
る%が
、
か

/
る
支
出
を
行
ふ
家
族
の

贫
窮
の
程
度
に
见
比
例
す
る
事
を
主
張
す
る
と
共
に
他
方

、I

_

美

: 1
_

_

^

^

:ー'
;§
義

す

嫌

& ;
.

#

-'
;

分
率
.的
可
除
分
が
減
少
す
る
方
向
に
消
W〈

の
中
數
が
上
#
す
れ 

ば
、
そ
れ
は
福
祉
增
大
の
證
據
で
あ
り
、

i
れ
が
下
降
す
良

1

ぱ 

■福
祉
減
少
の
證
據
で
あ
る

」(

2
ー
ゾ
祺
を
明
承
し
て
ゐ
る
。
從 

ら
て
彼
の
後
の
著
作
は
、
热
然
此
點
に
關
す
る
歸
納
的
驗
証
が 

•試
み
ら
れ
て
然
る
可
き
で
あ
つ
た
。
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k 

、

’
彼
は
#
びD

u
c
p
e
i
i
a
d
x

の
諸
調
，茶
か
ら
出
發
す
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こ
と
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％
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難
1.
-
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0
み
參
％
1
靜
顧
^

^

:̂0
,進

.1
1
'撕
«
^
興 

定
し
、
处
に
一
八
九

一

年
べ
•ル
ギ

ー

の

^

^

及

勞

働

會

議

を

中
 

心
に
行
は
れ
；̂
働
背
家
敗
の
營
利
沽
動
及
び
消
^

の

新

調

査

. t

一
鹰
の
紹*
を
發
表
せ
る
も
の
で
あo'
た
I
を
獨
阵
の
尨
法
の 

下
に
#
观

す
,5
都
に
依
っ
1
、
附
年
次
に
於
け
る
同
敗
勞
働
荠
，，
 

家
評
办
謹
を
追
求
す
る
。
そ
の
‘結
艰
先
づ
明
に
さ
れ
忙
事
ば 

泚
切
肌
冊
に
行
は
れ
た
彼
等
切
生
都
水
準
•の
眷
し
い
改
善
で
あ 

る
。
郎
ちM
物
！
1食
物
の
‘發
は

三

倍

览

上

、
欲
食
物
全
體
h

ャ；
ン
グ
ん
法
則
の
勐
耀
的
意
亂
に
就
ぃ
て

し
て
は
略
ニ
俏
に
咐
加
ん
た
。
支
出
に
於

T1
も
亦
收
入
に
於
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も
、

.戴
に
家
族
は±,
り
高
い
池
赀
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し
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め
ら
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貧
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す
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追
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ヶ
ッ
ト
常
額
の
絕 

對
、數
は
階
級
に
從
っ
て
增
大
す
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狀
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’
雜

贤
e

%

は
辦
大
す
る
と
衮 

ふ
形
式
が
何
時0

頃
ょ
り
成
立
し?:
か
明
で
な
い
が
、
ハ
註
六

〕

/ 

.
く̂
^
板
.
P後
^
り
扦
版
か.
>
^
^
年
を
出
'-る
も
の
_で
は
ぁ
，る
ま
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V
V
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—

浓
H

的
意
H

い
て
,

,
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‘I.
0
和
^
的
艰
態
の
氣か
な
^
-尺
1&
で

あ

；

丨

に

は
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憩
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れ
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ら
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固
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濟
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迆
つ
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仂

後
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し
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應
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狹
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。
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割
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.
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^
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